
2012年12月3日（月） 16:30～18:00
慶應義塾大学日吉キャンパス　来往舎１階シンポジウムスペース

参加費：無料（学生の来場歓迎）
会場準備の都合上、塾外の方は事前申し込みをお願いいたします

ヒッグス粒子から探る宇宙創成の謎
　宇宙がどうして生まれて、どのようにして、現在の多様な姿になったか？

誰もが一度はもったことのある疑問だと思います。何も無いところから、物

質とエネルギーに満ちた我々の宇宙が誕生するために、「真空」が大きな役

割をはたします。真空は漢字で書くと「まことのカラ」ですが、実はカラな

のではなく、ヒッグス場と言う特別なモノに満たされているのが今回のＬＨＣ

実験の成果です。もともと宇宙は、ヒッグス場に満ちていない状態にあった

が、宇宙が膨張して冷えるにしたがって相転移が起こりヒッグス場に満たさ

れるようになった。その状態の変化に伴いエネルギーが放出される。こう言った真空の状態の変化が、ビッ

グバンを生んだと考えられています。真空のもっているエネルギーは宇宙の大きさが大きくなっても変わり

ません。ってことは、宇宙が膨張すると、宇宙全体のエネルギーはどんどん大きくなります。このタダでど

んどん大きくなったエネルギーが宇宙のビッグバンを生んだと思われています。

　この宇宙創成の謎にせまるため、世界中の研究者が協力してジュネーブ郊外に一周27kmの大きな加速器

LHCをつくり、ビッグバン直後の世界を再現する実験を行い

ました。真空に満ちている「ヒッグス粒子発見！」の方法と、

その意義を一般の方に分かる様に説明します。

講師：浅井 祥仁 氏
◇東京大学大学院理学系研究科 准教授

 東京大学大学院理学系研究科物理学専攻　修了（博士（理学））
 専門分野：素粒子物理学実験　　
 研究内容： ＬＨＣ大型加速器を用いたエネルギーフロンティア素粒子実験（ヒッグス粒子や超対称

性粒子研究）これとならんで、光を使った新しい素粒子実験
 著書：祥伝社新書　「ヒッグス粒子の謎」

自然科学研究教育センター講演会（第20回）

慶應義塾大学 自然科学研究教育センター事務局（日吉キャンパス来往舎1階）
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